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公立学校情報機器整備事業に係る各種計画の策定にあたって

“できたらいいな” を “できる” に変える

Google アプリを日本の教育現場でもっと活用するための必須ツールのご案内
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3つの観点から目標と 日常的に利活用を促進 するための

計画を策定することが求められます

「１人１台端末の利活用に係る計画」には

次の３つの項目を盛り込む必要があります

● １人１台端末をはじめとする ICT 環境によって 実現を目指す学びの姿

● GIGA 第１期の総括

● １人１台端末の 利活用方策

1人1台端末の積極的活用 個別最適・協働的な学びの充実 学びの保障
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策定にあたってのポイント

GIGA 第１期の課題について学校現場にヒアリング

現場の先生方の声に応える ための具体的な方策を検討する必要があります

低学年や外国籍の児童生徒のた

めにルビ機能があると便利
将来的にずっと使える標準的な

学習ソフトに統一してほしい。新しいアプリの操作を覚えたり再

設定したりする時間がない！

今まで作った Jamboard 

のデータはどうなるの？

Jamboard が使えなく

なった後、どうすればいい

か分からない。
授業や教材作成に便利な教

員向けのアプリが欲しい。

国語の授業に

縦書きは必須！

異動の度にアプリが変わるので、

慣れるのに時間がかかる。

協働学習専用のツールを利用してい

るが、他の地域では利用できない…。

6.1.2 GIGA 第1期の総括
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◆ 日常的な利活用の促進のために考えなければいけないこと

KPI

● 児童生徒が自分で調べる場面

● 児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表

現する場面

● 教職員と児童生徒がやりとりする場面

● 児童生徒同士がやりとりする場面

● 児童生徒が自分の特性や理解度進度に合

わせて課題に取り組む場面

日常的な利活用
？

● これまで使っていたJamboardの替わりをどうする？

● ローカルでしか使えない専用ソフトは入れたくない
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◆ 学びの保障のために考えなければいけないこと

KPI

1. 希望する不登校児童生徒への支援

2. 希望する児童生徒への端末を活用し

た教育相談

3. 外国人児童生徒に対する学習活動等の支

援

4. 障害のある児童生徒や病気療養児等、特

別な支援を要する児童生徒の実態等に応

じた支援

学びの保障

● 帰国・外国人児童生徒や学習面で配慮が必要な
　　児童生徒のために、漢字のふりがなは必要では？

● 国語の先生から要望の多い縦書きはどうする？
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Suiteツール for Educationは、Chromebook™ を活用す
る先生や生徒がより効果的にICTを授業に取り入れられるよ
う、日本の学習環境に合わせた便利な機能を搭載した授業支援
ツールです。

｜ 小学生向け

｜ 中学生向け

｜ 先生向け

｜　画面モニタリング

▼ Google アプリからシームレスに繋がる拡張機能（3種）

▼ 児童生徒の状況を把握して指導・支援に繋げる機能

ソフトキーボード、学校イラスト、ふせん、ふせん集計、たて書き　他

学校イラスト、ふせん、ふせん集計、縦書き・ルビ　他

ふせん、ふせん集計、縦書き・ルビ、数式エディタ、教材テンプレート　他
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世界中で利用されている Google アプリ を

学校の授業で活用するための必須ツール



● ファイルの管理や共有設定など

の基本操作はそのまま

● 導入コスト削減

● アカウントの移行不要

● Google管理ツールで一括管理

Google スライドで ふせん 機能を使うポイント

Googleスライドでふせん機能を使うことで、Jamboardと同じ共有設定、ファイル管理が可能で
す。また、慣れ親しんだGoogleアプリを利用することで、一から操作を覚えることなく、ふせんを
使った協働学習を継続することができます。

10

日常的な利活用

6

既にGoogleアカウントを

ご利用の自治体なら

すぐに活用をスタートできます

- ポイント -

Google Jamboardの代わりに活用



1. 　児童生徒が自分で調べる場面
日常的な利活用

6.1.3 1人1台端末の利活用方策

【情報の収集と整理】

スライド上にふせんを貼ることができます。吹き出し型のふせんを使って場所を示したり、複数枚の画像や動画、リンクを挿
入したりも可能です。また、著作権を気にせずに安心して使えるイラストを用意しています。

インターネット等を活用して情報を収集し、そのリンク先や写真、動画をスライドにまとめることができます。
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【まとめ、発表資料の制作】

多くの企業や教育機関で使われているスライドを使って作成することで、世界標準的なデジタルスキルが身に付きま
す。

テキストや画像をふせんとして挿入することで、瞬時に集計し結果を表示することができます。短時間で魅力的な資料
を作成することが可能です。

2. 　児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面
日常的な利活用

6.1.3 1人1台端末の利活用方策
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【クラスの意見やアイデアを可視化】

スライドなら共有設定を簡単に行うことができます。コメント機能で児童生徒に先生からコメントを入れることも可能
です。

ふせんで投稿することで、色別に集計してグラフ化できます。ふせんに書かれたテキストを抽出することも可能です。

3. 　教職員と児童生徒がやりとりする場面
日常的な利活用

6.1.3 1人1台端末の利活用方策
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【ファイルの共有と協働制作】

吹き出し型のふせんを使って場所を示したり、タブレットで撮影した画像を挿入したりできます。
ふせんにコメントを付けてやりとりすることで思考を深めることが可能です。

グループで1つのファイルを共有し、協働制作を行えます。コメント機能を使ってより対話的な学びに繋げることも可
能です。

4. 　児童生徒同士がやりとりする場面
日常的な利活用

6.1.3 1人1台端末の利活用方策
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「クラスのいいところを考えよう」

ふせんに入力されたテキストデータを基に頻出語を抽出してワードクラウドで表現することが
できます。一人ひとりの意見を全て拾い、全体で「見える化」されるため、学級目標やスローガ
ンを決める場面や、授業の振り返りにも活用できます。

14

日常的な利活用

6.1.3 1人1台端末の利活用方策

11

ふせん集計 ワードクラウド

意見やアイデアを ワードクラウド で可視化



探究的な学びを充実するために

課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・表現

GoogleWorkspace　に　Suiteツール for Education を導入することで

 探究的な学びのサイクル  が生まれます

意見やアイデアを投稿 色や形で分類、カテゴライ
ズ

集計機能で可視化。
グラフ、ワードクラウドの作
成

分析結果を発表資料に貼り付
け
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【多様な学習ニーズとアクセシビリティを支援】

漢字や熟語を読みやすくする、また外国人の児童生徒向けに発音を表わすなど、アクセシビリティのためのルビ機能
を搭載。これにより多様な学習ニーズへの対応が可能となりました。

1人1台端末を活用して 学びを保障 するために
学びの保障

6.1.3 1人1台端末の利活用方策
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多様なニーズに対応した ルビ 機能

ルビを付ける漢字の後ろに《》二重山括弧を挿入し、括弧内にルビを入力します。
プレビューボタンを押下すると、ルビが振られた画像が表示されます。
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学びの保障

6.1.3 1人1台端末の利活用方策

【横書き／縦書きのどちらにも対応】



指定した学年までに習っていない漢字だけに自動的にルビ（ふりがな）を振ることができます。

学年別の習得漢字にあわせて ルビ自動挿入

１年生 までに習得する漢字以外にルビ

6年生 までに習得する漢字以外にルビ
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学びの保障

6.1.3 1人1台端末の利活用方策

【指定した学年までに未学習の漢字にルビを一括挿入】



国語の授業に必須の 縦書き 変換機能を搭載

Google スライド や Google ドキュメント の標準機能では、日本語特有の「縦書き」に変換
することができません。Suite ツール for Educationには、児童向けの操作が簡単な[たて
書き]機能と、先生向けの段組みや行番号を表示できる[縦書き・ルビ]機能を搭載しています。

日常的な利活用
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◎ 縦書き（画像）に変換して挿入

◎ 修正も可能



著作権フリーの 学校イラスト を搭載

「安心して使えるイラストやテンプレートなどの素材が欲しい」との声が多く聞かれます。

インターネット検索で探す「著作権フリー」といったイラストでも、多くの場合は利用制限があり、

確認せずに素材を利用したことで損害賠償を支払うといったケースが少なくありません。

Ｓｕｉｔｅツールの「学校イラスト」の素材は、安心して配布物や教材にご活用いただけます。

17

日常的な利活用



授業ですぐに活用できる 教材テンプレート

授業ですぐに活用できる教材テンプレートを約200種類ご用意しています。
テンプレートには予めテキストや画像のプレースホルダーが設定されているため、迷うことな
くテキストや画像を入れることができます。

＜ふりこのうごき＞

＜大地と地面の様子＞ ＜光の性質＞

＜かんさつきろく＞

①画像のプレース
　 ホルダーを
   クリック

＜かんさつきろくの完成例＞

日常的な利活用

②カメラを立ち上げて
　その場で写真を撮って　
画像を挿入
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スイートモニター は、児童生徒のデスクトップ画面を取得し、先生側に一覧表示するモニ

タリングツールです。学習上の躓きを把握することで、きめ細やかな指導に繋げます。
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児童生徒の状況を把握して指導・支援
に繋げる画面モニタリング機能



こどもたちの 学びを見守る 機能

先生が学習の様子を見守りながら、必要に応じてコメントしたり、指導したりといった学

習支援が行え、学びを深めることができます。

デスクトップ画面のモニタリング
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学習の

様子を見守り



スクリーンモーション検知（※） による見取り

評価のための
学習状況を記録

評価のための 学習状況を記録 

スクリーンモーション検知により、画面の変化の状態をグラフで把握できます。

※開発中のイメージ画像を含みます
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操作が止まっている児童生徒を見つけてアラー

トでお知らせしたり、授業を見取りながら学習

状況をデータとして記録したりすることが可能

です。



2.9. 端末の稼働状況を把握できる機能について （抜粋）

参考資料 ＧＩＧＡスクール構想の実現 学習者用コンピュータ最低スペック基準（文部科学省 令和6年1月）
https://www.mext.go.jp/content/20240417-mxt_jogai02-000033777_3.pdf.pdf

個別最適な学びの実現に資する
こと等が期待されることから

活用を推奨

評価のための
学習状況を記録
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Google スライド、Google Jamboard、Chromebook、Google ドライブは、Google LLC の商標です。　プレゼンテーションの内容は、2024年5月現在のものであり開発中の機能やイメージ画像を含みます。
詳しくはお問い合わせください。                                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　©Zetta Linx Inc.
　

ゼッタリンクス株式会社

　スイートツールで検索

03-5615-3761

linx_sales@zetta.co.jp〒116-0013　東京都 荒川区西日暮里5-14-4 KYビル5階/6階

30日間

無料試用はこちら ▶▶

Suiteツール製品ページに

インストール方法を掲載中

製品サイト

※個人利用版


